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環境にいいことフォーラム・滞納対策協定

第
１
回
小
国
町
環
境
に
い
い
こ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

１
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー

で
「
第
１
回
小
国
町
環
境
に
い
い
こ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
あ
い
に
く
の
雪

模
様
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
町
内
外
か
ら
約

１
５
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は

ま
ず
、
北
里
町
長
が

「
環
境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
く
方
向
性

や
、
そ
の
必
要
性
を

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し

た
い
」
と
挨
拶
。
そ

の
後
、
国
立
環
境
研

究
所
理
事
長
で
あ
る

住
明
正
氏
を
は
じ
め

と
す
る
講
師
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最

後
は
北
里
町
長
を
交

え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
小
国
町
に
お

い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
可
能
性
や
、

地
域
電
力
会
社
立
上
げ
に
つ
い
て
の
課
題

等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
税
の
滞
納
対
策
で
７
市
町

村
協
定

　

小
国
町
を
含
む
、
阿
蘇
郡
市
７
市
町
村

の
平
成
27
年
度
市
町
村
民
税
徴
収
向
上
に

係
る
協
定
書
の
調
印
式
が
、
２
月
10
日
阿

蘇
市
の
未
来
館
で
各
市
町
村
長
の
出
席
の

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
阿
蘇
郡
市
７

市
町
村
に
よ
る
合
同
徴
収
業
務
で
す
が
、

合
同
捜
索
や
合
同
公
売
会
な
ど
を
実
施
し

徴
収
率
の
向
上
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
７
市
町
村
一
致
団
結

し
、
税
の
公
平
性
の
確
保
の
た
め
更
な
る

徴
収
率
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
税
金
は
納
期
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
！
」

ふるさと寄附金のお礼
今岡千恵子  様　（東京都世田谷区）　１万円
岩田　伸一  様　（大阪府枚方市）　　５千円

　その他匿名の23名の方々から合計23名の皆さんからふるさと寄附
金を頂きました。
　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご意向に応えられる
よう有意義に活用させていただきます。



入 札 結 果 の お 知 ら せ
　入札日　平成27年1月26日

工　事　・　委　託　名 業　者　名 請負・委託額（円）

仁瀬地区水路整備工事 ㈲時松産業　 841,320

南平地区水路整備工事 ㈱肥後建設社 1,306,800

町営住宅桜ヶ丘団地・殿町団地　一部解体撤去工事 ㈲おぐに建設 3,812,400
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酪農振興会ヨーグルト贈呈・家畜市場・入札結果

小
国
郷
酪
農
振
興
会
が
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
へ
ジ
ャ
ー
ジ
ー

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
贈
呈

　

２
月
19
日
、
小
国
郷
酪
農
振
興
会
（
高

村
祝
次
会
長
）
は
、
宮
崎
市
で
行
わ
れ
て

い
る
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
キ
ャ
ン
プ
地
を
訪
れ
、
飲

む
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

小
国
郷
酪
農
振
興
会
は
、
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
を
、
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
飲
ん
で
怪
我
な
く

キ
ャ
ン
プ
を
乗
り
切
っ
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
今
回
キ
ャ
ン
プ
地
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、本
多
雄
一
選
手
が
現
れ
、

高
村
会
長
が
「
今
年
も
日
本
一
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
手
渡
す
と
、

本
多
選
手
は
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
選
手
間
で
も
美
味
し
い
と
評
判

で
す
」
と
受
け
取
る
と
そ
の
場
で
１
本
を

ゴ
ク
リ
と
飲
み
干
し
ま
し
た
。「
い
つ
も

と
変
わ
ら
ず
美
味
し
い
で
す
ね
」
と
本
多

選
手
は
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

　

高
村
会
長
は
、「
ホ
ー
ク
ス
と
小
国

ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
力
で
、
今
後
も

色
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

開催日：平成27年２月５日

品種 種別
今　　回
取引頭数

平均取引価格（円）

今回 前回 増減

あか
雌 12 464,040 466,110 -2,070 

去勢 11 492,775 532,913 -40,138 

黒
雌 3 458,280 477,823 -19,543 

去勢 3 541,080 548,640 -7,560 

計 29 ─ ─ ─

小国家畜市場結果



　

小
国
公
立
病
院
は
、
平
成
27
年
２
月
現

在
、
総
合
診
療
科
（
内
科
）
４
名
、
外
科

３
名
、
脳
外
科　

１
名
、
小
児
科
医　

１

名
の
常
勤
医
で
外
来
・
病
棟
の
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
、
熊
本
大
学
の
医
局
や

日
赤
、
菊
池
有
働
病
院
の
ご
好
意
に
よ

り
、
専
門
性
の
高
い
領
域
の
非
常
勤
医

を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
小
国
郷
の
不

足
し
て
い
る
医
療
リ
ソ
ー
ス
を
補
っ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
様
に
、
科
に
よ
っ
て
は
週
に
２

回
、
３
回
と
外
来
を
開
い
て
頂
い
て
い
る

科
も
あ
り
ま
す
。

・
内
科
系
専
門
外
来

　

総
合
診
療
（
熊
大
）　

月
・
木

　

循
環
器
科
（
熊
大
）　

月
（
水
曜
日
は

常
勤
医
に
よ
る
循
環
器
外
来
）

　

血
液
内
科
（
熊
大
）　

木

　

消
化
器
・
腎
臓（
日
赤
）水（
週
替
り
）

・
整
形
外
科
（
熊
大
）　

月
・
火
・
木

・
眼
科
（
熊
大
）　

火
・
金

・
耳
鼻
科
（
熊
大
）　

火
・
金

・
泌
尿
器
科
（
熊
大
）　

火

・
産
婦
人
科
（
熊
大
）　

水

・
も
の
忘
れ
外
来　

隔
週
水
（
菊
池
有
働

病
院　

春
よ
り
毎
週
）

　

長
期
に
わ
た
り
、
こ
れ
ら
の
ご
協
力
に

よ
る
外
来
診
療
が
継
続
し
て
い
る
の
で
、

専
門
外
来
の
存
在
が
当
た
り
前
に
感
じ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
こ
の

診
療
を
維
持
す
る
た
め
に
、
協
力
医
に
は

多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
小
国

公
立
病
院
は
地
理
的
に
遠
い
上
に
、
外
来

患
者
数
が
多
く
、
派
遣
先
と
し
て
は
か
な

り
ハ
ー
ド
な
方
な
の
で
す
。
医
師
派
遣
は

義
務
で
は
な
く
ご
好
意
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
派
遣
元
の
医
師
数
の
減
少
に
よ

り
、
派
遣
の
維
持
が
困
難
な
科
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。
派
遣
の
中
止
を
決
め
る

時
、
な
に
を
判
断
基
準
に
さ
れ
る
か
、
想

像
は
難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
み
な
さ
ん
に
も
、
こ
の
厳
し
い
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
非
常
勤
医
の
派

遣
が
今
後
も
維
持
で
き
る
様
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

耳
鼻
科
外
来
は
、
基
本
的
に
週
に
２

回
、
火
曜
日
・
金
曜
日
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
医
師
の
本
務
の
都
合
で
や

む
を
得
ず
、
月
に
１
度
程
度
は
、
週
１

回
し
か
来
ら
れ
な
い
週
が
あ
り
ま
す
。

休
診
日
は
町
内
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
完
全
周
知
は
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
２
月
よ
り
耳
鼻
科
外

来
を
、
予
約
制
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

予
約
の
患
者
様
を
優
先
し
診
察
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
外
で
ご

来
院
の
方
は
御
留
意
願
い
ま
す
。

専
門
外
来
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

知るほど　　なるほど！

花粉症の季節がやって参りました。花粉症とかぜの症状の違いとは。
期間 鼻水 その他

花粉症 2週間以上 何もしなくても垂れてくるような水様性 目のかゆみあり

風邪 約10日 粘り気があったり膿んだようになったりする 喉が痛い
熱が続く

花粉症の薬は、主に内服薬と点鼻薬・点眼薬があります。漢方薬が著効する方も少なくありません。
市販の抗ヒスタミン薬で身体がだるくなる方も、病院の薬なら大丈夫という方が沢山いらっしゃいます。
花粉症でお悩みの方は、一度病院を受診されてみてください。
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公立病院

小
国
公
立
病
院
の

専
門
医
外
来

公
立
病
院
耳
鼻
科
外
来

予
約
制
の
お
知
ら
せ
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い
よ
う
に
杭
等
で
固
定
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
）
民
法
第
７
１
７
条
よ
り

　

２
月
19
日
（
木
）
大
字
上
田

の
流
湿
原
付
近
の
山
火
事
を
想

定
し
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
小
国
町
消
防
団
40
名
・
阿
蘇

広
域
消
防
本
部
23
名
合
同
の
訓

練
で
木
魂
館
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
給
水
基
地
が
設
置
さ
れ
、
北

里
川
か
ら
ポ
ン
プ
車
、
小
型
ポ

　

小
国
杉
１
０
０
％
で
製
造
し

た
合
板
「
Ｌａｙ
ｅ
ｒ
」
は
、
販

売
開
始
し
て
２
年
ほ
ど
経
ち
、

徐
々
に
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
き
れ
い
な
木
目
を

活
用
し
、
化
粧
材
と
し
て
使
用

し
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、

小
国
町
森

林
組
合
ま

で
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

道
路
沿
線
の
森
林
か
ら
落
下
し

た
林
地
残
材
や
倒
木
等
に
よ
り
、

道
路
通
行
車
両
や
通
行
人
に
被
害

を
与
え
た
場
合
は
、
森
林
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
、
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

間
伐
等
の
森
林
整
備
を
適
切
に

行
い
、
風
雨
等
に
強
い
健
全
な
森

林
を
つ
く
る
と
共
に
、
間
伐
等
で

生
じ
た
林
地
残
材
等
は
落
下
し
な

森のたより・林野火災訓練

木
材
価
格
の
状
況

小
国
杉
合
板
人
気
上
昇
中
！

林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

ご
存
知
で
す
か
？
森
林
が

原
因
で
賠
償
責
任
が
生
じ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
！

　

市
況
の
状
況
で
す
が
、
年
明
け

か
ら
日
田
で
は
小
丸
太
が
品
薄
に

よ
り
高
値
取
引
さ
れ
、
価
格
が
高

騰
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受

け
昨
年
に
比
べ
る
と
小
丸
太
が
当

組
合
で
も
１
，
０
０
０
円
以
上
高

く
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
目
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

値
取
引
が
継
続
中
で
す
。
平
均
単

価
は
若
干
の
下
落
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
大
型
工
場
と
の
取
引
が
あ

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た

状
態
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
４
ｍ
で
の
採
材

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
余
尺

は
10
ｍ
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。

192

（単位：円・１立方当たり） ࡐ ࢢ گ ঢ় گ
共　　販　　日 2月2日 2月16日
販　売　数　量 1,617㎥ 1,222㎥
販　売　金　額 18,050千円 13,152千円
総　　平　　均 11,161円 10,767円

樹種 長さ 直　径 直材平均 高　　値 直材平均 高　　値

杉

4m

10〜13 13,600 14,000 12,890 12,890
14 13,900 16,000 13,050 13,800

16〜18 13,220 13,410 13,400 13,500
20〜22 14,410 15,000 13,460 15,000
24〜28 14,420 15,500 13,510 15,000
30cm上 12,480 15,110 12,350 13,500

3m

　10〜13 9,100 9,100 8,990 8,990
14 13,550 15,000 15,000 15,000

16〜18 13,460 14,000 12,400 14,000
20〜22 13,340 15,000 13,450 14,000
24〜28 14,980 15,220 13,700 14,290
30cm上 14,200 15,600 14,470 14,600

2m 16cm上 6,500 6,500 6,500 6,500

6m
14〜18 － － － －
20〜28 16,450 19,000 17,250 19,000
30cm上 17,300 17,300 － －

桧 4m
10〜18 14,920 16,600 － －
20〜28 15,820 16,510 － －
30cm上 22,180 28,000 － －

ン
プ
を
連
携
し
消
防
ホ
ー
ス
14

本
を
使
い
水
槽
に
給
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

流
湿
原
で
は
、
消
防
タ
ン
ク
車

か
ら
背
負
い
式
水
嚢
に
給
水
し
人

力
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
小
雪
の
降
る
悪
天

候
で
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
視
界

不
良
に
よ
り
訓
練
に
参
加
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
消
防
団
員
・
消
防

署
員
協
力
し
手
際
よ
く
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
野
焼
等
の
火
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
火

の
取
り
扱
い
に
十
分
に
注
意
し

火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
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例
年
、卒
業
・
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時

期
は
、少
年
の
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や

す
く
、ま
た
、春
休
み
の
解
放
感
か
ら
家
出

や
非
行
に
走
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
言
葉

や
生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

◇
行
先
も
告
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、
帰

宅
時
間
が
遅
く
な
る

◇
深
夜
外
出
、
無
断
外
泊
が
多
く
な
る

◇
嘘
を
つ
い
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落

ち
着
き
が
な
く
な
る

◇
付
き
合
う
友
達

が
変
わ
り
、
服

装
が
派
手
に

な
っ
た
り
、
化

粧
を
す
る

◇
片
時
も
携
帯
電
話
を
離
そ
う
と
せ

ず
、
使
用
時
間
も
長
く
な
る

な
ど
、非
行
の「
兆
し
」を
発
見
し
た
場
合
、

早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、子
ど
も
を

非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
、県
内
で
発
生
し
た
振
り
込
め
詐

欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

は
、件
数
・
被
害
額
と
も
に
増
加
し
、特

に
被
害
額
は
約
六
億
四
千
万
円
と
過
去

最
高
額
で
し
た
。

【
主
な
手
口
の
状
況
】

 

・ 

金
融
商
品
等
取
引
名
目
の
詐
欺

　

被
害
者
方
に
、架
空
の
会
社
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
郵
送
し
、投
資
名
目
等
で
現

金
を
騙
し
取
る
。

 

・ 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報
提
供
名
目
の
詐

欺

　

パ
チ
ン
コ
必
勝
法
、ロ
ト
6
の
当
選
番

号
を
教
え
る
と
い
い
、情
報
料
名
目
で

　

現
金
を
騙
し
取
る
。

　

現
金
は
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
小
包
で（
内

容
物
を
書
類
等
と
記
載
さ
せ
て
）送
金

さ
せ
た
り
、直
接
受
け
取
り
に
く
る
。

　

犯
人
は
、あ
の
手
こ
の
手
で
あ
な
た
の

財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。お
金
を
要
求

す
る
話
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

6OGUNI 2015.3

火
災
に
注
意
！

　

３
月
に
な
り
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の

起
こ
り
や
す
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
火
入
れ
な
ど
も
行
わ
れ
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
大
き
な
火
災
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

外
出
前
、
就
寝
前
な
ど
に
は
火
の
元
の

確
認
を
再
度
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
車
両
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

消
防
車
や
救
急
車
は
、
一
刻
も
早
く
災

害
現
場
に
急
行
し
て
消
防
活
動
を
行
い
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
急
病
や
怪

我
を
し
た
方
に
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や

か
に
病
院
へ
搬
送
す
る
等
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
消
防
車
両
は
、
緊
急
走
行
時

に
迅
速
に
通
行
す
る
た
め
に
、
道
路
交
通

法
に
よ
り
「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、
一

般
の
車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走
行
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
車
両
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

防災・防犯

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う��

安
心
・
安
全
な��

小
国
郷

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
！



　

平
成
27
年
３
月
を
も
っ
て
、
産
交
バ
ス

室
原
線
及
び
南
平
線
が
廃
線
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
現
在
運
行

中
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
町
内
で
は
、
既
に
８
つ
の
路
線
で

乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

室
原
線
、
南
平
線
を
ご
利
用
の
皆
様
に
、

ご
不
自
由
が
な
い
よ
う
、
バ
ス
廃
線
区
間

に
つ
い
て
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
停
留
所
や

運
行
回
数
を
追
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
上
田
広
田
、
長
筬
地
区
、

下
城
簗
瀬
、
向
鶴
、
池
鶴
地
区
に
停
留
所

を
追
加
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い
や
す

い
公
共
交
通
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

料
金
は
一
律
３
０
０
円
で
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
ご
利

用
の
際
に
は
前
日
ま
で
の
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
小
国
町
役
場　

政
策
課

☎
４
６-

２
１
１
８

　

１
月
23
日
、
第
67
回
エ
フ
エ
ム
小
国
番

組
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
宇
野
英
典
審
議
員
長
ほ
か

審
議
員
３
名
、
会
社
か
ら
は
北
里
康
二
総

務
部
長
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

審
議
員
か
ら
は

「
町
外
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
の
で
仕
方
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
ロ
ー
カ

ル
色
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
メ
イ
ン
の

大
﨑
さ
ん
は
し
ゃ
べ
り
も
早
く
な
っ
て
随

分
良
く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。」「『
今

日
は
何
の
日
』も
小
国
に
関
連
し
た
も
の
、

た
と
え
ば
豆
腐
の
日
に
は
小
国
の
豆
腐
屋

さ
ん
の
情
報
に
す
れ
ば
ロ
ー
カ
ル
色
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。」

「
還
暦
会
の
映
像
は
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ

が
見
ら
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
町
外
の
方
で
、
内

容
は
洗
練
さ
れ
て
い
る
が
ロ
ー
カ
ル
色
が

少
な
い
で
す
ね
」「
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
は

一
緒
に
取
材
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」「
テ
レ
ビ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
紹
介
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
放
送
の
中
に
も

文
化
の
香
り
が
し
て
良
か
っ
た
。
ま
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
と
き
、
画
面
い
っ
ぱ
い
に

顔
が
映
る
の
は
さ
す
が
に
近
す
ぎ
る
の
で

は
と
思
っ
た
の
と
、
話
し
て
い
る
こ
と
を

文
字
表
示
す
る
と
よ
り
内
容
が
伝
わ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
」

「
季
節
に
よ
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
る
よ

う
に
エ
フ
エ
ム
も
季
節
に
よ
っ
て
コ
ー

ナ
ー
を
変
え
て
い
く
と
新
鮮
さ
も
あ
り
旬

な
情
報
も
得
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
」「
文
字
放
送
の
機
械
音
声
が
聞
き
づ

ら
い
と
い
う
の
は
よ
く
聞
き
ま
す
」

「
知
っ
て
い
る
子
の
成
人
式
で
の
立
派
に

な
っ
た
姿
や
、
門
松
づ
く
り
で
の
世
代
間

交
流
の
話
題
な
ど
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

伝
え
て
欲
し
い
」

「
ロ
ー
カ
ル
色
が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
の

は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
の
情
報
ば
か
り
に
頼
ら
ず
地
元
じ
ゃ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
話
題
を
提
供
し
て
欲
し

い
」「
成
人
式
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
良
か
っ

た
が
名
前
が
出
て
い
れ
ば
も
っ
と
良
か
っ

た
で
す
ね
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
は

「
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
回
の
意
見
を
汲
み
取
り
、
今
後

の
番
組
制
作
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

好
み
の
服
を
着
た
り
、
好
き
な
茶
碗
で

食
事
を
し
た
り
、
生
活
の
中
に
美
意
識
が

生
き
て
い
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
壁
を
好
き
な
絵
で
飾
る
の
も
そ
の
一

つ
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
い
か

が
で
す
か
？

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
家
具
や
布
、
工
芸

品
な
ど
を
使
っ
て
展
示
室
に
「
家
」
の
よ

う
な
空
間
を
作
り
、
そ
の
中
で
絵
を
楽
し

も
う
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
の
中
で
「
絵
」
は
、
美
術
館
の
よ

う
な
絵
を
見
る
た
め
だ
け
の
部
屋
で
は
な

く
、
日
常
の
道
具
が
置
か
れ
て
い
る
中
に

か
ざ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
絵
は
、

じ
っ
く
り
と
眺
め
る
と
い
う
よ
り
は
、
掃

除
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
お
茶
で
も
飲

み
な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
目
に
入
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
日
の
気
分
に

よ
っ
て
は
目
に
も
止
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
毎
日
暖
か
く
語
り

か
け
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
か

し
た
ら
ふ
と
し
た
拍
子
に
日
常
が
一
変
す

る
よ
う
な
啓
示
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
熊
本
県
伝
統
工
芸
館
か
ら
家

具
な
ど
の
様
々
な
工
芸
作
品
を
お
借
り
す

る
ほ
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は

工
芸
品
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

　

い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
趣
向
を
凝

ら
し
た
楽
し
い
展
覧
会
で
す
。好
き
な
物
に

囲
ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
の
豊
か
さ
や
楽
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
展
覧
会
の
お
し
ら
せ

「
生
活
と
美
術
展　

暮
ら
し
の
中
の

坂
本
善
三
」３
月
５
日
―
５
月
31
日

路
線
バ
ス
廃
線
に
伴
う
乗
合
タ
ク

シ
ー
へ
の
移
行
に
つ
い
て

第
67
回
エ
フ
エ
ム
小
国
番
組
審
議
会
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２
年
１
組　

松
﨑　

凜
華

　

12
月
に
あ
っ
た
修
学
旅
行
で
は
、
３
泊

４
日
で
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
の

東
京
で
、
様
々
な
も
の
を
見
た
り
体
験
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
国
と

は
違
っ
た
景
色
で
、
人
も
車
も
建
物
も
多

い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

東
京
で
は
、
北
里
大
学
や
浅
草
の
浅
草

寺
、
原
宿
、
化
学
博
物
館
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
原
宿

へ
は
ほ
と
ん
ど
乗
っ
た
こ
と
の
な
い
電
車

で
自
分
達
だ
け
で
行
き
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん

と
間
違
え
ず
に
行
け
る
か
少
し
不
安
で
し

た
が
、
友
達
と
相
談
し
な
が
ら
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
所
は
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
と
て
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
従
業
員
の
方
が

笑
顔
で
丁
寧
に
細
か
い
気
遣
い
を
し
な
が

ら
働
い
て
い
る
の
が
、
と
て
も
す
ご
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
で
は
、
集
団
行
動
の
大

変
さ
、
大
切
さ
や
実
際
に
色
々
な
と
こ
ろ

で
働
く
人
を
見
て
様
々
な
こ
と
を
学
べ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
国
を
離
れ
て
み

て
、
小
国
の
良
さ
も
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。

３
年
１
組　

杉
野　

恭
平

　

十
月
、
長
崎
で
行
わ
れ
た
国
民
体
育
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
三
年
生
に
と
っ
て

勝
っ
て
も
負
け
て
も
、
最
後
の
大
会
で

あ
っ
た
た
め
、緊
張
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
信

じ
、
精
一
杯
楽
し
も
う
と
心
に
決
め
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。

　

初
戦
は
、
徳
島
県
と
戦
い
ま
し
た
。
圧

倒
的
な
ゲ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
２

対
１
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
回

戦
は
、決
勝
進
出
を
か
け
た
戦
い
で
あ
り
、

優
勝
候
補
の
福
井
県
と
戦
い
ま
し
た
。
何

度
か
練
習
試
合
を
し
ま
し
た
が
、
一
度
も

勝
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結

果
は
５
対
１
で
負
け
ま
し
た
が
、
内
容
的

に
は
惜
し
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。３
回
戦
は
、

３
位
決
定
戦
で
、
地
元
の
長
崎
県
と
対
戦

し
ま
し
た
。
地
元
の
雰
囲
気
の
中
で
の
プ

レ
ー
は
、
難
し
か
っ
た
け
ど
、
皆
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
対
０
で

勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
大
会

で
３
位
と
い
う
結
末
が
残
せ
た
の
も
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援

や
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
小
国
高

校
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
年
１
組　

川
原　

亜
美

　

定
期
演
奏
会
を
終
え
て
、
２
つ
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
今
回
も
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
、
ま
た
地
域
の
方
々
と
の
合
同
演
奏

や
司
会
、
照
明
、
演
目
中
の
出
し
物
等
を

引
く
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒
の
方
々
、

ま
た
、
忙
し
い
な
か
演
奏
を
見
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
活
動
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
や
、
顧
問
の
先
生
方
の
協
力

に
よ
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
に
な
っ

た
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
寂
し
さ
で
す
。
２
年
間
、

引
っ
張
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
が
こ
の
日
を

も
っ
て
実
質
上
の
引
退
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
す
。
い
つ
も
頼
り
に
な
る
先
輩

方
な
の
で
、
抜
け
て
し
ま
う
穴
は
と
て
も

大
き
い
で
す
が
、
部
員
同
士
で
も
っ
と
協

力
し
合
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
２
０
１
４

２
年
生
修
学
旅
行
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小国高生



　

平
成
27
年
度
の
小
国
町
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
下
記
の
書
類
を

準
備
の
う
え
、
教
育
委
員
会
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、

昨
年
の
奨
学
生
も
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
必
要
書
類

学
業
成
績
証
明
書
、
在
学
証
明

書
、
保
護
者
及
び
保
証
人
の
所

得
証
明
書
、
保
護
者
の
資
産
証

明
書

①
貸
与
申
請
書　

②
保
証
書　

③
借
用
書

※
①
②
③
の
書
類
は
教
育
委
員

会
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
奨
学
内
容

 

・
大
学
生
、
短
大
生
、
高
等
専

門
学
校
生
（
４
・
５
年
生
）、

専
門
学
校
生
、

　

月
額
４
５
，
０
０
０
円
以
内

 

・
高
校
生
、
高
等
専
門
学
校
生

（
１
〜
３
年
生
）　

　

月
額
１
２
，
０
０
０
円
以
内

 

・
返
還
期
間　

４
年
〜
10
年

◎
申
込
締
切
日
４
月
30
日（
木
）

◎
注
意
事
項

 

・
他
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

 

・
申
請
受
付
後
、
選
考
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。

　

問
小
国
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係　

☎
４
６-

３
３
１
７

　

お
ぐ
に
中
学
校
９
年
生
が
美
術
の
授
業
で
制
作

し
た
「
小
国
町
の
切
手
」
デ
ザ
イ
ン
画
が
、
小
国

郵
便
局
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
を
控
え
た
生
徒
た
ち
の
作
品
で
「
ふ
る
さ

と
小
国
」
へ
の
思
い
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン

に
託
し
て
い
ま
す
。
制
作
を
通
し
、
生
ま
れ
育
っ

た
小
国
の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
、
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
新
し
い
生
活
を
送

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る

さ
と
小
国
に
思
い
を
寄
せ
て
い
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
〝
ふ
る
さ
と
切
手
〟

が
誕
生
し
た
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
デ
ザ

イ
ン
の
中
か
ら
、将
来
、本
物
の
〝
ふ
る
さ
と
切
手
〟

が
誕
生
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

9 OGUNI 2015.3

小国中、小国町奨学金

「小国町奨学金」の
ご案内

小
国
中
９
年
生   

切
手
デ
ザ
イ
ン
展
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子育てカレンダー・子育ち・共同参画フォーラム

子育てカレンダー

 カ  カンガルーのぽっけ 問子育て支援拠点 ☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター 問パラソルセンター ☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ   ９：00～15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

３/16（月）、３/17（火）、３/18（水）、３/19（木）３/20（金）、
３/23（月）、３/24（火）、３/25（水）３/26（木）、３/27（金）、
３/30（月）、３/31（火）
４/１（水）、４/２（木）、４/３（金）、４/６（月）４/７（火）、
４/８（水）、４/９（木）、４/10（金）４/13（月）、４/14（火）

★ぽっけの日  カ  11：00～
３/５（木）　11：00〜『絵本とあそぼ！』

（小国町図書室へお越しください）
たくさんのご参加お待ちしています♪

３/20（金）　11：00〜カンガルーのぽっけにて
ぽっけ・サークル合同お楽しみ会

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル   ９：00～11：30
３/14（土）、３/22（日）、４/11（土）

★なかよしくまさん  パラソル    10：00～11：50
３/26（木）　成長の記録ブック制作

★その他
４/６（月）　絵本読み聞かせ  カ  11：40〜
４/８（水）　ブック・スタート  開発  13：30〜
４/14（火）　すくすくひろば  カ  10：00〜11：40

０歳〜１歳の赤ちゃんを対象に保健師さんによる
身体測定や相談を受け付けます。

４　/15（水）　カンガルー休館日

平成26年度
男女共同参画フォーラムin小国郷

開催のお知らせ

　小国町では、男女がお互いにその人権を尊重すると
ともに責任を分かち合い、それぞれの個性と能力を発
揮して、老若男女だれもが輝いて暮らすまちを目標とし
ます。
　その実践的な一歩として、今年はKKT（くまもと県民
テレビ）キャスター「テレビタミン」でおなじみの本橋馨
さんをお招きし、テーマ「ずーっと住みたいわが町〜地
域を元気に！！〜男（ひと）と女（ひと）のおもろい話〜」と
題して講演会を開催します。
◎日　　時　３月21日（土・祝）
　　　　　　13：30〜15：30（13：00〜受付開始）
◎場　　所　小国町隣保館（パラソルセンター）遊戯室
◎募集人数　100名（要予約）
◎締　　切　３月18日（水）17：00まで

※当日は、会場近隣は混雑が予想されますので、乗
合せでお越しください。

　問小国町隣保館　☎46-5720

　今年度、乳幼児を子育て中のお母さんが中心と
なって『小国町地域活動子育てクラブあおぞら』の活
動がはじまりました。
　地域の資源を活用し、子育てに生かしたい…そん
な思いを持ち、活動しています。2月は、安心安全な手
作り味噌を仕込み、自宅に持ち帰りました。約半年後
には各家庭の味噌ができます。
　次年度に向けても様々な活動を計画中ですの
で、子育てクラブに興味のある方はお問い合わせ
下さい。

　問子育て支援拠点カンガルーのぽっけ　☎46-6656　小国町児童館　☎46-5720

子育ちコーナー
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ԯஉʗଜؾݩ
　宝くじで３億円を当てた図書館司
書の男の話。お金があれば人は幸せ
になれるのか、お金の価値ってなん
だろう。
　結局は紙と金属でしかないこれ
らが及ぼす、とてつもない力。怪物お
金と幸せの答えを探す旅が始まる！

ਫΓ͍ͭਂ͚ͩどʗۼඒ
　同じ幼稚園に通う家族を描いた
短編集。誰しも、理想と現実の間で
葛藤しながら生きている。近い場所
にいる家族だからこそ、なかなか言
葉や感情に表せない。５編の物語に
よる水やりは、きっと心が満たされ
るはずです。

本着新 内案ご

ຍೖ　るɾҭͯるɾָ ͠Ή
ʗฏඌࢤ
　盆栽パフォーマンス、ワークショッ
プなど幅広い年代から注目される
盆栽師平尾成志。初心者入門書とし
て、予備知識なしで始める人におす
すめの本。

ຊʗτϚɾϐέςΟࢿͷلੈ��
　世界に大衝撃をもたらした経済学
者、ピケティの話題本。18世紀にま
でさかのぼる膨大なデータと共に、
格差社会、世界経済の変遷をたどる。
　リベラシオン紙に連載していた時
評をまとめた「トマ・ピケティの新・
資本論」も入荷。

図書室だより

小国町図書室ボランティア  どんぐりころころの会  会員募集
　現在約 10 名で活動しています。読み聞かせを中心に、手遊び、ピアノ演奏などメンバーの個性や得意分野、
年齢も様々です。一緒にしてみませんか？
　月１回の例会と、図書室おはなし会、子育て施設等での活動が主です。
◎申し込み　図書室または教育委員会

町外に引っ越し予定の方へ
　利用者カードの返却が必要ですので、図書室へお持ち下さい。
　（小国町に通勤・通学する人は貸出できます。住所変更を行って下さい。）

第２回小国町図書室古本市のお知らせ
　町民の皆さまから集めた本を、リサイクルします。今月 31 日まで小国町図書室で古本の受付もしております。
当日は 10：30 より定期おはなし会も開催します。
◎開催日　４月４日（土）10：00 〜 16：00
◎場　所　小国町図書室２階学習室
◎本について　無料配布（持ち帰りの上限は設けます）

古本募集について
◎募集する本　小説、絵本、一般書、雑誌、紙芝居

※次の図書はお引き受けできません
　百科事典、まんが、汚損破損している本。　図書室が出品に不適と認めた本

◎受付期間　３月 31 日（火）まで（開館時間のみ）
問小国町図書室　☎ 46-3310　小国町教育委員会　☎ 46-3317
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保健師だより

自
分
の
た
め
に
、家
族
の
た
め
に

健
診（
検
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
知
ら
な
い
う
ち

に
進
行
し
気
づ
い
た
時
に
は
重
症
化
し
て

い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
早
期
発
見
の
為
に
は
、
日
常
生
活

に
気
を
付
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
定
期
的

に
健
診
（
検
診
）
を
受
け
、
自
分
の
体
の

状
態
や
変
化
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
の
た
め
、

年
に
一
度
健
診
（
検
診
）
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
各
種
検
診
希
望
調
査

　

平
成
27
年
度
に
町
で
実
施
す
る
各
種
健

診
（
検
診
）
の
受
診
希
望
者
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
３
月
の
希
望

調
査
の
結
果
、
希
望
さ
れ
た
方
に
案
内
を

し
ま
す
。
検
診
希
望
調
査
は
、
組
長
さ
ん

を
通
じ
て
、各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

検
診
希
望
調
査
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

小
国
町
役
場　

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

平成 27 年度健診（検診）内容
検診名 対象者 検診時期 検診内容

ふるさと総合健診 35 歳から 74 歳まで
の国保加入者

７
月
中
旬
（
土
日
を
含
む
）

巡回検診で行うすべての検診が出来るミニ
ドックです。

巡　
回　
検　
診

健
康
診
断

特定健診 30 歳から 74 歳まで
の国保加入者

血液検査・心電図・眼底検査・検尿・血圧測定・
身体測定・内科診察等。
※社会保険の方は、保険者が発行する特定

健診受診券と保険証を持参すれば、町の
健診を受診できます。詳しくは医療保険
者にお問い合わせ下さい。

後期高齢者健診 75 歳以上

肝炎ウイルス検査
40 歳から 70 歳まで

（今まで受けたこと
がない方）

血液検査で B 型・C 型肝炎を見つける検査。

肺がん・結核検診

40 歳以上

胸のレントゲンを撮り、肺や心臓の状態を
調べます。

胃がん検診 バリウムを飲み、胃や十二指腸のレントゲ
ンを撮ります。

大腸がん検診 検便により、便に血液が混ざってないか調
べます。

腹部超音波検診 30 歳以上
超音波で肝臓・胆のう・腎臓・すい臓・ひ
臓等の形態をみて、脂肪肝、すい臓がん、
腹部大動脈りゅう等を見つけます。

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性 子宮がんの中で最も多い、子宮の入り口（頸
部）を検査します。

乳がん検診 30 歳以上の女性
30 歳以上：視触診と超音波
40 歳以上：視触診とマンモグラフィー
※マンモグラフィーは乳房の X 線検査で小

さながんも発見できます。

骨粗しょう症検診 20 歳から 70 歳まで
の女性

足のかかとを超音波で検査。４〜５年に１
回、検査しましょう。

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査

人間ドック
・35 歳 〜 74 歳 ま で

の国保加入者。
・75 歳以上

町からの助成 20,000 円。自己負担額は希望するコースに
より変わります。受診できる病院は、日赤健康管理セン
ター、小国公立病院、鶴田病院（熊本市）、高野病院、熊
本中央病院、済生会熊本病院、熊本県総合保健センター。

※金額や場所等は、検診の希望調査と共に各世帯に配布している資料をご覧下さい。内容は、変更になる場合もあります。



手話奉仕員養成事業のご案内

　この事業は、意思疎通支援を担う手話通訳者を養
成するものです。

【入門課程】
　平成 27 年４月 10 日〜８月７日まで
　毎週金曜日　18：30 〜 20：30

【基礎課程】
　平成 27 年９月４日〜平成 28 年３月 25 日まで
　毎週金曜日　18：30 〜 20：30
会　　場　阿蘇市農村環境改善センター
受 講 料　無料（ただし、テキスト料等約 7,140 円（税

込））
受講資格　高等学校卒業以上の学力を有し、手話通

訳活動を目指す方。
【基礎課程】は、入門課程を履修した方

に限ります。
※手話通訳養成という趣旨をご理解くだ

さい。
受講申込　テキスト料を添えて申し込みください。
　問熊本聴覚障害者福祉センター
　　一般財団法人　熊本県ろう者福祉協会
　　☎ 096-383-5587

統一地方選挙のお知らせ

　４月に統一地方選挙が行われます。投票日、期日
前投票及び不在者投票の日程・選挙方法等は次のと
おりです。お忘れの無いように投票しましょう。
◆熊本県議会議員一般選挙
　〇投票日　４月 12 日（日）

　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。

○香典返しとして
宮原　倉原　　西原　清子様　故人　稔一様
宮原　新橋　　秦　　裕幸様　故人　ヨシ子様
下城　坂下　　髙野　博親様　故人　宗太様
上田下江古尾　　宇都宮仁雄様　故人　房子様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社
会福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

社 協 告 知 板

　〇期日前・不在者投票
　　４月４日（土）〜４月 11 日（土）
◆小国町長選挙・小国町議会議員一般選挙
　〇投票日　４月 26 日（日）
　〇期日前・不在者投票
　　４月 22 日（水）〜４月 25 日（土）
◆投票の方法
　〇県議会議員一般選挙　　記名式投票
　〇小国町長選挙　　　　　記号式投票
　　※期日前・不在者投票は記名式投票
　〇町議会議員一般選挙　　記名式投票

※記名式投票とは、投票用紙に候補者の氏名を
記入する方法

※記号式投票とは、投票用紙の候補者氏名の上
欄にスタンプを押印する方法

◆期日前・不在者投票
　投票日当日に仕事や、病気、レジャーなどの理
由により投票所に行けない方のために、期日前・
不在者投票制度が設けられています。

　〇小国町で行う場合
　各選挙における期日前・不在者投票ができる期
間中（土日を含む）、８：30 〜 20：00 まで、開
発センター 301 号室で投票ができます。送付され
た入場券の裏面に必要事項を記入し持参して下さ
い。

　〇他の市町村で行う場合
　やむを得ない理由で他の市町村に滞在中の方
は、滞在中の市町村でも投票ができます。詳しく
は選挙管理委員会にお尋ねください。
※他の町村で投票する場合は早めの申請をお願い

します。
　問小国町選挙管理委員会（総務課内）　☎46-2111

13 OGUNI 2015.3

お知らせ



14

水 道 当 番 店

21 祝
伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

22 日

㈲ 宇 野 電 器 ☎46-2240

㈲ 財 津 総 業 ☎46-2819

キタザト商 店 水 道 部 ☎46-6148

29 日

㈲ 　産 　 　 　 　 興 ☎46-2507

㈲ 穴 井 住 設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

5 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

12 日

北里電業水道設備㈲ ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

4

3

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 3 / 17・24・31 4 / 7・14

木 3 / 19・26 4 / 2・9・16

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00〜16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りのかた、

債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。

3 416 15
弥生 卯月

学 校 公 開 日
16 月 小国小 9：30 〜 12：30

16 月 小国中 9：30 〜 12：30

15 水 小国小 9：30 〜 12：30

15 水 小国中 9：30 〜 12：30

3
3

4
4

国税のお知らせ

○「消費税及び地方消費税の納税は期限内に！
　納税は社会の基本的なルールです。特に、消費税
及び地方消費税は、消費者からの「預り金的な性格」
を有する税金ですから、期限内に確実に納付してく
ださい。
　期限内に納付がない場合には、本税のほか、完納
の日までの延滞税も併せて納付することとなりますか
らご注意ください。

○期限内納付と振替期日
　平成 26 年分確定申告の納付期限は次のとおりで
す。
申告所得税及び復興特別所得税の納付期限
　　　平成 27 年３月 16 日（月）
消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付期限
　　　平成 27 年３月 31 日（火）
　納税は、お近くの銀行（日本銀行歳入代理店）な
どの金融機関（ゆうちょ銀行を含む。）、納税地を管
轄する税務署の窓口で受け付けています。また、申
告所得税及び復興特別所得税並びに消費税及び地方
消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金
口座から自動的に振り替える「振替納税」が大変便
利です。振替納税の振替日は、次のとおりです。
申告所得税及び復興特別所得税の振替日
　　　平成 27 年４月 20 日（月）
消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日
　　　平成 27 年４月 23 日（木）

○国税専門官採用試験受験者募集
　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験（大
学 卒 業 程 度） の 受 験 者 の 募 集をしています。 申
込受付は平成 27 年４月１日（水）から開始しま
すので、受験資格等の詳細は、人事院ホームペー
ジ（http：//www.jinji .go.jp/saiyo/saiyo.htm
又は ）をご覧いただくか、次のと
ころへお問い合わせください。
　なお、申込受付期間及び申込先は、申込方法及び
希望する第一次試験地により異なりますので、ご注
意ください。
１　人事院九州事務局　☎ 092-431-7733
２　熊本国税局人事第二課試験研修係
　　☎ 096-354-6171　（内線 6046）
　問阿蘇税務署　☎ 22-0551　※自動音声案内
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休日在宅医
16〜
4/15 小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

22 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎32-0881

29 市 原 胃 腸 科 外 科 ☎34-1211

5 一 の 宮 整 形 外 科 ☎22-3911

12 松見内科クリニック ☎22-0260

16 月 行政相談  パラソル  10：00〜12：00

17 火

18 水

19 木 １歳６か月児健診  開発  
受付13：00〜13：15

20 金

21 土
春分の日
男女共同参画フォーラムinおぐに郷
  パラソル  13：30〜　要予約

22 日 小国町子ども会・児童館合同イベント
（12：30〜16：30）  パラソル  

23 月 小国小卒業式（10：00〜）
心配ごと相談（  パラソル  10：00〜11：30）

24 火 小中学校修了式

25 水 無料法律相談  開発  10：00〜15：00

26 木

27 金 育児相談  開発  10：00〜12：00

28 土

29 日

30 月

31 火

1 水

2 木

3 金 年金相談  開発405号室  10：00〜15：00
【予約制　☎096-367-2503】

4 土

小国町図書室古本市
（10：00〜16：00　図書室）

図書室おはなし会
（10：30〜11：00　図書室）

5 日 小国家畜市場　10：00〜

6 月

7 火

8 水
小中学校始業式
３〜４か月児健診及び６〜７か月児健診
 開発  受付13：00〜13：15

9 木 小国小入学式（10：00〜）
小国中入学式（13：30〜）

10 金

11 土

12 日 熊本県議会議員一般選挙投票日

13 月 行政相談（  パラソル  10：00〜12：00）

14 火

15 水

元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

24 火
9：30〜 北里3部集会所

13：30〜 倉原公民館

25 水 13：30〜 室原集会所

26 木
9：30〜 宮原7部集会所

13：30〜 西里多目的集会所

27 金
9：30〜 宮原2部集会所

13：30〜 西村公民館

1 水
9：30〜 塩井川公民館

13：30〜 悠ゆう館

2 木
9：30〜 黒渕公民館

13：30〜 杖立温泉会館

3 金
9：30〜 万成寺公民館

13：30〜 旧下城小体育館

7 火 13：30〜 倉原公民館

8 水
9：30〜 北里3部集会所

13：30〜 室原集会所

9 木
9：30〜 宮原7部集会所

13：30〜 西里多目的集会所

10 金
9：30〜 宮原2部集会所

13：30〜 西村公民館

15 水
9：30〜 塩井川公民館

13：30〜 悠ゆう館

16 木
9：30〜 黒渕公民館

13：30〜 杖立温泉会館

15

4

3

3

4

4

3

※カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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■北里橋梁
　旧国鉄宮原線北里橋梁は、旧北里
駅のすぐ脇にあるアーチ橋です。この
橋梁は、北里川沿いに広がる平地端部
に当たる凹状地に架設された５径間
アーチで、このうち２径間は跨道部と
なっています。先月ご紹介した幸野川
橋梁を含めた廃線跡遊歩道として整備
されており、北里駅跡にある農産物直
販所「森のキオスク」から木魂館や北
里柴三郎記念館へのアプローチ橋と
なっています。

■堂山橋梁・汐井川橋梁
　国道387号線から山川温泉方面へ入
ると２つの橋梁が見えてきますが、向
かって右側のほたるの里温泉のすぐ傍
に架かるアーチ橋が旧国鉄宮原線の
堂山橋梁、そして、その反対側（左手）に
見えるアーチ橋が汐井川橋梁です。
　この２つの橋梁は、橋脚の高さが異
なるのみで、構造様式及び規模はほぼ
同じ。２橋の間に位置する緑豊かな丘
とともに、ツイン橋梁として一体的な景
観を造り出しています。

町のうごき
平成27年２月１日現在（前月比）

総人口 7,693人 （−36）
男　性 3,644人 （−16）
女　性 4,049人 （−20）
世帯数 3,091戸 （−28）

　小国町のことをアピールする仕

事を持つおぐたん。前足のハート

でみんなの心をほっこりさせなが

ら、あちらこちらで小国をPRして

くれています。

　先日「おぐたんのうた」という

テーマソングが発表されました。

これから、いろんなところで流さ

れることも増えると思います。振

り付けも加えられるかもしれない

そうです。

　２月24日が誕生日だったおぐ

たん。好きな温泉にものんびりつ

かってられないくらいヒットする

かも？

　ちなみに年齢は不詳です。

ฤ  ू  ه  ޙ

　この号が届くころには、少しは

暖かくなっている頃だろうと思い

ながら書いています。

　暖かくなってくると、私にとっ

て大変な時期も近づきます。花粉

症の季節です。何の花粉アレル

ギーなのか分かっていないのです

が、気が付いたら毎年症状が出る

ようになっていました。花粉症で

ない方がうらやましい。

　うらやましいと言えば、文才に

恵まれた方もうらやましい。

　でも、うらやんでいたら、恵ま

れるという訳ではないので、自分

なりに「ヘンシュウコウキ」を書

いていきます。

（オヤジ）

දࢴのこと
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小国のお宝⑭

このコーナーでは、小国町にある文化財をご紹介します。今月は、先月に
引き続き旧国鉄宮原線に関連した橋梁群のうち三か所をご紹介します。

国登録有形文化財　旧国鉄宮原線
コンクリートアーチ橋梁群　その❸

〜北里橋梁・堂山橋梁・汐井川橋梁〜

N
o.472

北里橋梁
【構造及び形式】

コンクリート造　五連アーチ橋
橋　　長　　60m
幅　　員　　3.0m
径　　長　　10m
建築年代　　昭和13年頃

堂山橋梁・汐井川橋梁
【構造及び形式】　
コンクリート造　三連アーチ橋
橋　　長　　36m
幅　　員　　3.0m
径　　長　　10m
建築年代　　昭和13年頃
※2橋とも同長、同幅、同径間

平成16年2月17日登録

旧国鉄宮原線
運行当時の写真
（北里橋梁）

写真　
左：汐井川橋梁、
右：堂山橋梁


